











有 吉 農大郎  




とは既に見てきた通りである1）。   
その76年の生涯を閉じる歳の前年（1959）に，シュペルヴィコニ・－ルは，彼の  
最後の詩集となるエβC叫匝乃昭如鋸を上梓している。   
構成は次の如く，全くの混成作品であるといえよう。   
Lecorpstragique（28篇）作品を代表する「意義深いタイトル」2）とな  
っている。   
Alafen8tredumonde（4）神，ハンガリーの友，娘たち，ある英婦人  
へ宛てた詩篇。   
L阜gendaires（7）「変身」を含む，寓話的世界。   
Po主mesdecirconstance（2）クローデルとサン＝ジョン・ペルスを  
える詩篇。   
Lespoissonsrouges（12）短い詩篇を集めたもの。   
Lemirlitonmagique（1）孫娘≪ローラソスのためのディヴュルティメ  
ソト》3〉。   





ある。   
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形式を一応は整えようと努めている。   
文学史は，意味のない記述しかしない－「この点後の音楽の中には，詩人  
のあらゆる顔つきが一堂に会して現われているように思われる。」6）   
残念に思うのは，Ch．セネシャルが「一向にアカデミックではないが優れ  



































福感を味わうのである。   
さて，われわれは，詩人としてのシュベルグィエールをSupERVIELLEと書  
き表わし 日常的生活空間における個人的存在をGuanamiruと捉えることに  
よって，ビガ大佐の旅と変化を，他方でほGuanamiruからSupERVIELLEへ  
の変身の構造と平行するものであると観察してきた。   





に出会さざるを得ないであろう。   
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むろん，GuanamiruとSupERVIELLE とは，同じ個体を同時に占める，シ  
ュベルグィエールの両面でもあって，それぞれの領域をはっきり区別するなど  










はないであろうか。   
これを，肉体のイマージュ，特に≪c⊂eur》 のイマージ ュを中心にして検討  
してゆきたい。無論，この使い古された≪c（尤ur≫ という言葉をもって，ひと  
りの詩人を定義してゆくのは大きな危険を伴うことほ承知のうえである。   
グリーンの調査による，第二詩集 C〃桝椚βdβ51句g／fβr5（1910）から肋£5．  
ざα乃Cβざ（1951）までの12の詩作晶中のキーワードの使用頻度表から判断すれ  
ば3），≪cceur≫の語ほおそらく最多出であろう。   
たとえば，いま取りあげた89貫からなる第二詩集では，≪c（モur》ほ，第二位  
の綿me》の頻度16回に対し，第一位を占めて26回用いられている。すでに，  







Maisjeveuxlelaisserpousser，telleunefleur5）．   
命ある詩人，あるいほ『悲劇偶肉体』  47  
Ⅲ  
では，これまで取りあげてきた主たる作品の中で，≪c⊂eur》がどのようなイ  
マージュで表現されているか，簡単に見てみたい。   


















De leurs frEles poitrines 
Q11’unllOmmeat）arbenoire，  
－一Dequelmorldevenu？～  








うに「≪c（Eur》の奥処に」母を探しにゆく，と告白しているように，1）≪co己ur》   



























は≪c⊂eur》 のうちなる「未開の土地」を征服し，奥深く侵入したいのだが，  
そこに近付くことも出来ないでいるのだ（第一節）。   
その未開の地の，とある島に女性の姿が見える。どうしてそこに居るのだろ  
う（第二節）：   







Et qulm’estchaque】O11r  
























Felgnezdenepasvoirsesconfusesamours．（F．1．40）   




























CompreIlnentCOコmemOiqu’urlefeヱnmeaboug占．（F．J．41）   
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ここでは，くcαur≫の中にたしかに一人の婦人がいて，彼女が，外の世界を  












Aprasavoirerr（；dansd’itrangespaYS，   
JefermerailaporteauxformesdelaTerre  












いう痕跡が消え去ることによって－ 初めがあり終りがある時間の枠組の外に永  
遠化されるかもしれない：   














Le coeuretletourmentの旅は，その二つのことを喚起せずにはおかない。  
すると，セネシャルが高く評価する詩篇Coeur よりも，この詩篇の方がはる  
かに衷要性を担っていることが分るであろう。この旅ほ，シュベルグィエール  
の文学の出発点から到達点への放でもあり，これに≪co巳ur》が関わる意義は  
極めて大きい。このことは，いくら強調しても，しすぎにならないであろう。   
詩篇C（ヱurの最終節で暗示され，詩篇 Lec（Ruretletourmentで，かな  
り詳しく表現された，外の内への侵入の具体的な意義は，そのことによって，  
≪c（モur》 の中に住むひとを照しだすことが可能になるという希望につながると  





グィエールの「控え目信仰」との関連においてすでに検討してきた。1）   
そこで，重複をあえておそれず，この論致の観点から，エβ5A例言5J勿C〃花形郎∫  
を概観してみよう。   
この作品では，上疋只叩卿＝加跡地扉匠比べると，≪c（モur》のテーマは極端  
に減少するように思われる。それはまず，この作品では，≪まme》と≪corps〉  
との二元的枠組の中に，≪coeur》がその姿を実質的に隠しているからである。   
命ある詩人，あるいは『悲劇的肉体』  
つまり ≪c（鷲ur》は，これまでのように明確な形を見せない。   
しかしながら，重要なのは，そのことではない。翻って考えるならば，この  










Et mantenant me voici 

















むことも出来る。だが，不確かで脆い存在なのである：   
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CherchonsLla，SanSbouger，danscettenuittremblante  
Puisquelemoindrebruit，tantqu’ildure，latue．（A．Ⅰ．35）   
詩集の前半と後半とを分ける中間の位置に1章を1詩篇のみで占めるLe  
spectateurは，その内的な欠如．これを錦me》の空虚とでも，あるいは，  
主体の欠如とでもいうことができよう 【 と，その内部への外的宇宙の侵入を  
許す装置となっている：  
Les espaces du dehors 























Necherchepastesmotsetnet’excusepas．   
命ある詩人，あるいは『悲劇的肉体』   
Aufonddenotrenuitrepartonsd且nSnOSbois，  
Lavieestalentour，ilfautcontinuer  


















てすでに検討したこととも対応している。3）   
さて，戻ってきた≪coビur》 によれほ，外が内に入り，「作り直され」，忘却  
を経て浮上する－この詩的創造の過程の中で照らし出され はじめてはっき  




Viennentallumersesfeuxintimesettremblantes［・・・］   








前章の初めでエ♂∫Aタ乃ま5劫c〃循乃混ざ を概観しほじめたところで，われわれは  
初めて，≪c（別鵬が魂に属するのか，それとも肉体に属するのか，という問題  
にぷつかった。この間題は，そのままシュペルヴィエールにとっての問題でも  
あったはずである。   
何故ならば，エeれγ卯方舟形OCg邦子とエα凡みJgd鋸肋乃dβ とを比べると，  
エe5A，和才5JガC∂搾紹〝Sを境にして，≪c（驚ur》は魂・こころから肉体・心臓へと移  
















という名で呼びたがらない）に冷遇されているのを知ったとき，冷遇された自   
命ある詩人，あるいは『悲劇的肉体』  
分を，創世記の中に再び戻してみることは自己を確認するのに決して無意味た  
ことではない。2）だが結尾 確認することが出来たのは，その神自身の無能に  
ほかならない。結果は，《光》に見棄てられていることの確信をますます強めた  





















Vous ne pouvez rien 
Sansob∝urit∈（F．M．72）  
Monsangnoircitd’unsombre（≦clat   
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Agrosbolli1lonsallfonddem（）i．  
L’ameauloindanstoutsonrec111  






















End占testables e仔orts  
Po11rlatenirloindelui．  
C聡ur，t11COnnaitrasaussI  
L’extrさmelente11rdesmorts．（F．M．90）   
《c（ヱur》にはまた，≪沈黙》がへどのように忍び寄ることがある：   



















Ⅵ   
エg C叫如r略画御（1959）－『悲劇的肉体』とは，まさに，時間的存在  
としての人間存在ではなかろうか。1）この作品の検討にかかる前に，≪c〔亡ur》  
のテーマについて，シュベルグィエール研究の諸家は，どのように捉えている  






って使用しながら，単調にもならずこの言葉を詩篇の中に織り込んでいった詩   





の問題を取扱うことであるのだから。   
セネッャルによると，《c（RuT》 についての執念は特に1918年から次第に大き  



















態をしている」という軋 ミショーの言葉6）を認めないわ桝こゆかぬという。  
「しかし，シュ ベルグィエールの苦悩は，まずそれがもとで心臓を狂わせるの  
か，不整脈の脆い心臓の方が彼をそんな苦悩でひたすのか，どうして知ること  


















ュベルグィエールという構築の礎石である」という解釈を認めたがらない。13）   
とはいうものの，僅か1ページの《c（モur》についてのグリーンの論述ほ，  















云っただけで，両者の関連については一考だにしようとしないからである。   
まさにわれわれが，それぞれの作品とともに検討してきたことこそ，この関  
連なのである。   
≪光》に見放され，≪夜》に拾われたときから≪c（鷲ur》は魂であるよりも，よ   
有 吉 豊太郎  62  
り肉体的となった。そしてそのことは，多かれ少かれ死の現実に近い，時間的  






度々引用したことのある詩論をここでもう一度思い出してみよう。   
「夢想するとは，自分の肉体の物質性を忘れることであり，いわば，外的世  
界と内的世界とを混離することである。宇宙的詩人の遍在の原因ほおそらくそ  
れ以外にあるまい。」1）   
われわれの論敦のこの段階で新たに留意しなければならないのは，肉体の物  
質性が最晩年のシュベルグィエールの意識を大きく占め始めてきたということ  





かぬであろう。   
エe C〃咋ざrγαggす鋸eを具体的に検討しながら，そのいきさつを探ってみよ  
う。   
神に対するシュベルグィエールの態度が，初めから終りまで一貫して変ら  
なかったこと智こついてほ既に述べた通りだが，2）興味深いのは，エα飽♭Je血  
mondeの中の詩篇Pri主real’inconnuとLeCo7PTragique o中の全く同じ  
タイトルをもつ詩篇Pri昌re al’inconnu とを比較すると，神に対する態度は  
同じでありながら，3）異っている明確な点がひとつだけあることだ。それは，  
1958年6月の日付がついた後者において，シュ ベルグィエールは，詩人である  
ことを強調しながら，他方これと相克する肉体的存在であることにも言及して  
いることである：  
Neriezpasdemapersonne   











Etje neverraipluslemondequ’endormant．  
Die11S’approchaitdemoiMils’approche，S’6loigne J  















誰の目にも明らかであろう。   


























における特徴があらわれている。   
興味深いのは，この詩集では，自己探究が，むしろ，ひたすら肉体を見るこ   
命ある詩人，あるいは『悲劇的肉体』  65  
とであり，死を問うのは，その結果生じることであるかのように思われること  
だ：  











La nature nous emprisonne 
Etsoudain，Ohno11SnOuStrOuVions  





かくして，エ♂C叫如nⅥ琉明 という作品ほ，死をテーマとする詩篇と，  
肉体をテーマとする詩篇に大別することができるが，このテーマを可能にして  
いるのが，放を続けてきた詩人の命一つまり詩人が自己を時間的存在である  
と自覚したこと－のテーマなのである。   




作品との混同を，エg C明細r畷画搾という作品の読み取りに従って，意図   
























Jecrainsqu’alamoindreindolence   





ってしまった，これが，エgC〃r♪5r和gまヴ〝gという作品の実体である。   







r和g菖ヴ〟βの中に見出そうとしてきたのである。   
この詩でも，≪co己ur》は当然，魂でほなく心臓そのものであることが分る。   
先程われわれは，この詩集が，死と肉体と詩人の命をテーマとする作品であ  
ると述べたばかりである。では，それぞれのテーマを詩篇の中に取り出してみ  













詩篇La femmeplan占taireでは，月の永遠性を讃えつつ，人間存在の死を  
対比させている：  




Lemondeallaitareculons   




















Et les secrets assassins 
Quifontmo11rirdechagrin（C．T．48）  






Tatonnant vers leur nuditC 






























Etc（Eur，dentsettendons，ennerfs，enpentalons．（C．T．41）   










SupERVIELLEの変身のからくりの意味を含意せしめているのである。   
そういうわけで，最後に，≪詩人》の観点から作品を概観してみたい。   









る。彼自身，Venise と題する散文の中で，詩人をそのように定義している：  
「ヴェニスは，すべての詩人と同様に，相反するものを和解させる術を心得て  






Etlelaisseexpos6atoutcepuisebrise．（C．T．9）   













rait）eaupenSerjer，Chaudi古re，Charbon，   
Jenevoispasaquoijeleursuisbon，［・・・］  
Commequelqu’unquiaperdusonc（eur   
Jes11isailleursjusqu’enmesprofondeurs  
Et5emesenstellementinsolite［・L・】  












Etlongtempsnousnousensanglantons   
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Malrespiranteetle nezenavant？（C．T．19）  









nise－≪謙虚》以外のものはみな「≪cceur）の炎が焼き尽してしまった」～   
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を直ちに喚起せずにほおかない。二つの詩篇をあわせ読むならば，詩的能力  























加イb抑り励郎紬 という，≪c（別r》を考えるうえで最も重要な作品の中  
の，Lec〔euretletourmentと題する詩篇についてはすでに詳しく検討した  
通りだが，その最終節をもう一度思い出してみる必要がある。   
自己探究の旋が≪c（驚ur≫という場で行われ，そこに求めるものが見えはじめ  
る。しかし，最終節で，その旅が放であることを否定しようとする。つまり旅   




遠化しようとしたのである。   
しかしながら，Lec（eur etle tourment という名が不吉にも予告している  
ように，旅の永遠化とほ，単なる理想であって，論理的にも事実としても矛盾  
している。現実が許さない。現実の壁こそtourmentであり，その現実があら  
ためて現実となるのがLecorpstragiqueなのである。従って，≪c（Eur》 とい  
う言葉の内容の変化も，エg釣γ卯g∫方形∂Cβ光fにおける，魂・こころから，ム紺  
血涙＝毎朝御用を境にして，エαダα抽ゐ〃α乃dβを経て，エβC∂咋5rγα－  
が押gに至るまで，ますます肉体・心臓と変ってゆくのである。   










関係論の最も基本的な概念をも構成し得ることが分る。   
エビl旬励肌釣瑚物か－エビ5拙作東場外 の旅の終り近く，ビガ大佐が日にした大  
のパムパ，エα劫みJgdα桝〃搾dβの「動物たちの顔」，そして エeC〃坤grγα一  
頭卿の世界の身体と自己の身体，これらの実在を前にするとき，詩人Su－  
PERVIELLEほ，自己の存在が，内的宇宙ばかりでなく，身体と外的宇宙をも全  
部を取り込んだ総体であることを悟ったことになる。   
人間存在は，おそらく人間だけが，自らをどこまでも構築化（虚構化）して  
ゆく積極性をもつ存在であり，そのようにして，自我と呼んだり，主体性と呼  
んだりするものを打ち立ててゆく。   
しかしながら，生とは一大まかな把纏でありながら，主・客の範疇をシュ  
ベルグィエールとともに超えるとき，人間存在はこの言葉で定義するのが最も  
妥当であるように思われる－根源的に受動的なものであり，世界や事態の中   
命ある詩人，あるいは『悲劇的肉体』  
に見分け難く与えられているものである。   
シュベルグィエールが，自分を指してModesteSupervielle と自称し，1），  
すべてが失われても，乾謙虚の山》だけが，自分には残るという真の意味はこ  
の根源的な受動性にある。少くともModesteSurpervielleは，「地球がまだ  
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但し，ExpositiondllCentenaireほ．この詩篇のVarianteを呈示し（p．98），「一   




Qui se font et se defant 
A11gr（；delagrande鎚vre  
（Humaine→）Divinequito11rneenrOnde（C，T．22）  






更に，Rytlmesc61estes と題する散文では，天といっても気象学の天とほ違っ   
た，田舎司祭の律気な天があり，私達のところからは何と遠いことであろう，とい   
う。（C．T．140）   
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